
新 0日 本史入門  (第 3回 ) 2010年15月 29日

律令と古代の社会

1,飛鳥・ 白鳳の文化

飛鳥文化 :推古朝を中心とした時期―中国の南北朝と朝鮮 3国の影響

仏教の伝来 (538年・552年)←百済聖明王    【史料 1】

諸豪族の信仰―氏寺の建立→古墳に代わる権力のシンボル

蘇我氏―飛鳥寺、聖徳太子一四天王寺 。斑鳩寺、秦氏―広隆寺など

薄葬令 (646年 )一古墳の大きさを縮小させる←古墳がシンボル性を持たなくなる

例 :高松塚古墳―径 18m、 高さ5m

聖徳太子―師 。慧慈 (高句麗僧 )、 三経義疏―お経の注釈書←南朝の梁に手本

寺の伽藍―高句麗・百済との共通性

仏像―法隆寺釈迦三尊像 (鞍作鳥)←中国北朝や高句麗系の技法

中宮寺半助口思惟像←南朝や百済の技法

忍冬唐草文様・エンタシスーエジプ ト・ペルシャの影響←シルクロー ド

白鳳文化 :7C後半の文化―新羅を通 じて初唐文化の影響

仏教は朝廷内部でも信仰  舒明天皇―百済大寺→大官大寺  川原寺・薬師寺―官寺

676年、天武天皇一国家仏教の政策→護国の経典 (金光明経)の配布 。僧尼の統制

漢詩文の隆盛←漢字の教養を身につけた百済の王族等の渡来

和歌も形を整える一万葉仮名の発明  【史料 21

2,平城京の政治

国上の開発

710年、平城京へ遷都 約 80年間を奈良時代

支配領域の拡大一エミシ・隼人への支配権

東北部  8c初 頭一出羽建国  出羽柵・多賀柵の設置

九州南部 大隅建国 多勧島も支配下に         【史料 3】

産業の発展 畠作の奨励

鉱物資源―陸奥の金 周防 。長門の銅 近江・美作の鉄など

708年、武蔵国で銅の発見→年号を「和銅」に

貨幣の鋳造―「富本銭」「和同開弥J 蓄銭叙位令 (711年 )

道路の整備 と駅家制

遣唐使

702年 遣唐使の復活一先進の文物の輸入

1回 -4船 500人 を超える使節と留学生 。留学僧   【史料 4】

朝鮮半島との関係

百済 。高句麗の滅亡 (660年・668年)→多くの亡命者 (渡来人 )

王族・貴族は中央政界で活躍   一般人は東国へ移配    【史料 5】

新羅 :往来は多かったが政治的緊張も
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新羅―対等外交を  日本一朝貢国とする

渤海 :唐 。新羅との対抗  日本へ朝貢 北方の産物をもたらす

政権の混乱→藤原氏の台頭 と王家の拮抗          【史料 6】

鎌足の子、不比等―律令体制の確立に活躍 (大宝律令・養老律令 )

天皇家と婚姻関係

長屋王―藤原氏を抑えようとしたが失敗 し自殺 (長屋王の変、729年 )

不比等の娘光明子を聖武天皇の皇后に→ 4子が実権掌握、しかし疫病死 (737年 )

橘諸兄が実権を握る←藤原広嗣が大宰府で反乱 (740年 )一 失敗

聖武天皇―平城京を去 り、恭仁 (山城)・ 難波 (摂津)・ 紫香楽 (近江)と 遷都

政情不安→仏教の力に頼る一国分寺建立の詔 (741年 )、     【史料 7・ 8】

大仏建立の詔 (743年 )、 大仏開眼供養 (752年 )

藤原仲麻呂の政権掌握―諸兄の子奈良麻呂の反乱計画 (757年)を鎮圧

「恵美押勝Jの名をもらう一太政官以下の官名を唐風に変更←儒教色の濃い政治

道鏡の台頭―孝謙上皇と結び着く←押勝が反乱 (764年 )、 鎮圧される  【史料 9】

孝謙上皇の重詐―称徳天皇  道鏡は太政大臣禅師、さらに法王

宇佐人幡宮の神託によつて天皇を狙 う一和気清麻呂に阻止→下野薬師寺に配流

光仁天皇の即位―藤原百川ら

政策の変化

律令に合わない+飢饉や 自然災害+未熟な土木技術十男子の負担増→浮浪・逃亡

百万町歩開墾計画 (722年)→ 口分田の回復

三世一身法 (723年)→墾田の制限付き所有          【史料 10】

墾田永年私財法 (743年)→租を納入すれば制限なし      【史料 H】

―初期荘園の成立の要因→しかし、別の評価も

3,天平文化

聖武天皇の治世の年号―「天平」

唐 との交流、新羅との緊張→支配者層に 「国家」意識→国史・学問 。芸術

国史と地誌

712年、『古事記』―『帝紀』『 1日 辞』を太安麻呂が筆録      史 【史料 12】

720年、『 日本書紀』―舎人親王←中国の正史を前提―神話+天皇家中心の国家成立

713年、『風土記』一国ごとの産物 。由来・伝承→常陸・出雲・豊後 。肥前が残存

学問と文芸一中国に倣 う→ 「文章経国」  【史料 13】

教育 :中 央一大学、地方一国学

漢詩文 :『懐風藻』  和歌 :『万葉集』一万葉仮名

国家仏教一 政情不安と国家意識→鎮護国家

国分寺と大仏建立―東大寺は大和の国分寺

六宗兼学=三論 。成実 。法相・倶舎・華厳 。律→鑑真 ら渡来僧の活躍―戒律を伝える

民間布教の禁止←行基などの活動も   【史料 14】

天平の美術

正倉院宝物・唐招提寺金堂 。東大寺法華堂
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【史料ユ
|【史料 3】 支配領域の拡大
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【史料2】 天武天皇を讃える和歌
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【史料 8】 【史料 7】
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【史料 5】 渡来人の東国移住

武蔵国高麗郡

|  こまぐん 高麗郡

武蔵国の郡名。初見は「続 日本紀 J。 武蔵国のほぼ中
央部に位置し,外秩父各

ち丘陵地帯に属 している。郡
名の由来は,高麗人を移 して新たに郡を設置 したこと
による。四囲の境は入問いる。多摩な。秩父の各郡と接
している。

〔古代〕武蔵国分寺献進瓦に「高」の字がみえるが,

文献上の初見は,「続 日本紀」霊亀 2年 5月 条に「以
駿河・甲斐 。相模・上総・下総・常陸・下野七国高麗
人千七百九十九人,遷干武蔵国、始置高麗郡焉」とあ
る記事。また同書延暦 8年 10月 条に「散位従三位高倉
朝臣福信莞,福信武蔵国高麗郡人也,本姓背奈,其祖
福徳属唐将李動抜平壌城,来帰国家居武蔵焉,福信即
福徳之孫也」とある。貞観14年の貞観寺田地目録帳に
は「山本庄地九町七段三百歩 在高麗郡」とあって
(仁和寺文書/平遺1163),高麗郡の山本荘が貞観寺
領として勘録されている。「延喜式」の神名帳には郡
内の神社の記載はない。「和名抄」では 障古末」と副||

じ,高麗:。 上総1:つの 2郷があげられ,小郡。郡術の
所在地は高麗郷 (現在の入間郡日高町高麗本郷)で ,

高麗王若光の子孫が郡司であったと考えられる。

【史料 6】 奈良時代の政争年表 |
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漸
づ
。

…
…
頃
者
、年
穀
豊
か
な
ら
ず
、
疫
癌
頻
り
に
至
る
。
慈
燿

交

集

り
て
、
唯
労
し
て
己
を
罪
す
。
是
を
以
て
広
く
蒼
生
の
為
に
遍
く

景
福
を
求
む
。
故
に
前
年
駅
を
馳
せ
て
天
下
の
神
官
を
増
し
飾

へ
、

賓
齢
激
０
天
下
を
し
て
緯
ポ
響
財
仁
の
尊
像
高
さ

一
丈
六
尺
な
る

者
各

一
鋪
を
造
り
、
井
せ
て
大
般
若
経
各

一
部
を
写
さ
し
む
。
今

春
ょ
り
已
来
、
秋
稼
に
至
る
ま
で
、
風
雨
序
に
順
ひ
、
五
穀
豊
穣

な
知
。
…
…
宜
し
く
天
下
諸
国
を
し
て

都
の

梶
景
て
七
重
外

一
区

１

旭
り
ヽ
舞
せ
て
徹
海

嘱
だ

腸
載

編
徊
媒
諄
珂

賀
編
鯛

一
部

を
写
さ
し
む
べ
し
。
朕
又
別
に
金
字
の
金
光
明
最
勝
王
経
を
写
し
、

碁
毎
に
各

一
部
を
置
か
し
め
む
と
擬
す
。
こ
鄭
ノ
所
は
聖
法
の
盛

な
る
こ
と
、
鷲
腫
と
と
も
に
永
く
漏

へ
、
掘
計
の
胸
解
暉
硼
据
げ

じ
め
て
恒
に
満
た
む
こ
と
を
。
其
れ
造
塔
の
寺
は
、
ま
た
国
の
華

た
り
。
必
ず
好
処
を
択
び
て
、
実
に
長
久
に
す
べ
し
。
…
…
又
国

毎
の
僧
寺
に
は
封
五
十
戸
、
水
田
十
町
を
施
し
、
尼
寺
に
は
水
田

十
町
。
僧
寺
に
は
必
ず
廿
僧
有
ら
し
め
、
其
の
寺
の
名
を
金
光
明

四
天
王
護
国
之
寺
と
為
し
、
尼
寺
に
は

一
十
尼
あ
り
て
、
其
の
寺

官名 → 唐風

太 政 官→乾政官

紫微中台→坤官官

太政大臣→大 師

左 大 臣→大 博

右 大 臣→大 保

中 務 省→信部省

式 部 省→大部省

兵 部 省→武部省

【史料 9】 :官名の唐風官名

への改名の一例

書  名 巻 数 収載の天皇 撲  者 成立年代

日 本 書 紀

続 日 本 紀

日 本 後 紀

続 日 本 後 紀

日本文徳天皇実録

日本 三 代 実 録

30

40

40

20

10

50

(神代)～持統

文 武 ～桓 武

桓 武 ～ 淳 和

仁 明 一 代

文 徳 一 代

清 和 ～ 光 孝

舎人親王ほか

藤原継縄ほか

藤原緒嗣ほか

藤原良房ほか

藤原基経ほか

藤原時平ほか

720(養老 4)

797(延暦 16)

840(承和 7)

869(貞観 11)

879(元慶 3)

901(延 喜 1)

六 国史一 覧表  【史 料 12】

天 皇 主 要 事 項

元 明 平 城 京 遷 都 (710)

元 正

養 老 律 令 の 制 定 (718)

藤 原 不 比 等 の 死 (720)
三 世 一 身 法 (723)

聖 武

長 屋 王 の 変 (729)

光 明 子 の 立 后 (729)
藤原四兄弟の病死 (737)
藤 原 広 嗣 の 乱 (740)
国 分 寺 建 立 の 詔 (741)

大 仏 造 立 の 詔 (743)

孝 謙
大 仏 開 眼 供 養 (752)

橘 奈 良 麻 呂 の 変 (757)

,享 イニ

称 徳
恵 美 才甲勝 の 舌し(764)
道 鏡 皇 位 事 件 (769)

(喜備真霧)

▲奈良時代の政治史と権力者の変遷



【史料 13】『懐風藻』序文

【史料 10】【史料 H】

１

１

６

一
　

７

１

２６

　

一
２７

１

３０

国
各
寺
に
お
か
れ
、
僧
侶
や
財
産
の

管
理
に
あ
た
る
僧
職

□
お
よ
そ
午
前
十

一
時
か
ら
午
後

一

時
の
時
間
に
あ
た
る

□
僧
尼
統
制
上
の
規
則
を
定
め
た
僧

尼
令
の
条
文
。
僧
尼
の
寺
院
外
で

の
布
教
活
動
の
禁
上
、
乞
食
の
規

制
を
定
め
て
い
る
。
余
の
物
と
は

食
物
以
外
の
も
の

回
僧
を
軽
侮
す
る
言
葉

□
街
衝
は
ま
ち
、
零
畳
は
落
ち
ぶ
れ

重
な
る
の
意
で
、
ち
ま
た
に
集
ま

る

こ

と

回
臀
は
ひ
じ
。
指
を
焼
い
た
り
臀
の

皮
を
剥
い
だ
り
し
て

国
家
々
を
訪
れ
偽
り
の
教
え
を
説
く

□
あ
や
し
い
言
葉
で
人
を
惑
わ
す

回

一
般
の
人
々
。
百
姓
と
同
義

回
釈
経
は
釈
迦
の
教
え
。　
一
方
で
は

釈
迦
の
教
え
に
背
き
、　
一
方
で
は

法
今
に
違
反
す
る

回
俗
生
活
を
営
み
つ
つ
仏
道
修
行
を

す
る
者
の
こ
と
で
、
男
を
優
婆
塞
、

女
を
優
婆
夷
と
い
う

□
正
式
に
出
家
し
僧
尼
と
な
る
こ
と

□
現
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町

特
鋼
申
阻
響ヽ
」瀞
げ
悧唯一
＃
離
と推
綿
　
臨
漑
斌
耐
の
信
を
受
け
た
ま
ふ
に
か
至ょ
び
て
、
誌
理
を
」
臨
り
、
当
餌
ど
張
配
し
た

漫嘔陶硼陣げ銅猟か］在錢Ｈ躊
・ら一知“げじい
　
ま
ふ
。
も
は
轍
吼
に
粗
り
、ぃ嚇
耐
争
齢
に
光て
れ
り
。
際
に
し
て
ぃ
得
ほ
し
け
ら
く
、

裁鱚曙脚理畷封鱚琳るゃ「̈ど、つ至脚鮮』̈
　
嘔を証へのイ谷ょを侶むることは、電より録ぎことは力く、従を瀞らし身を光て

ゼ奮「
こ貴いい切叶巌箋
螺崎
謎耐
爵
檄
別
漿　
　
ら
す
こ
と
は
、
弗
が
戦
ょ
り
先
な
ら
む
と
。
策
に
販
ザ
麟
虞
♂
ひ
て
ヽ
茂もボ
を
徐
し
、

で
あ
っ
て
先
だ
。　
三

ァ́
）
に
於
て
即
ち
学
校
を
建
て
、

麟澄
粍
隷
‰
純
犠
疎
無
ろもろの法度ａ
　
五ご藤
を
定
め
、
醇
藤
を
製
し
た
ま
ふ
。

●
行
基
の
活
動

４料史。
鰤
犠
％
」
「
」

月
）
壬

に
．
．３
テ
」とび
ｔ
麟
ぐ
ヽ
ア
…
凡
そ
僧
尼
は
、寺
家
に
寂
居
し
て
教
を
受
け
道
を
伝
ふ
。
今
に

時
げ
“
螂
け
刹
麒
″
【
勧
一
撃
”
は
雌
有
ら
ば
、
三
紬
就
難
し
て
ヽ
メ
貿
螢如

り
前
に
鉢
を
捧
げ
て
告
げ
乞
へ
。
雌
れ
に

一ヽ

と
。
方
今
、し
村
信
観
基
飛
ば
弟
子
等
、
配
征

に
引
雖
げ
て国
難
り
に
罪
福
を
説

く
。
朋
党
を
合
せ
構

へ
、
指
臀
を
焚
き
剥
ぉ
、
歴
門
仮
説
し
て日
嚇
ひ
て
余
の
物
を
乞
ひ
、
詐
り
て
聖
道
を
称
し
て
百
姓

を
妖
惑
す
。
道
俗
擾
乱
し
、
四
民回
な凱
いを

棄
つ
。
進
み
て
は
釈
経
に
違
ひ
、
退
き
て
は
法
令
を
犯
地
。
…
…
」
と
。

笑

準

√

八
月
狩
税

日
，

羹

岬
し
て
曰
く
、
島

年
行
基
法
師
駐

な

ふ
魔
夢
琴

ぽ
獣

り

、
法
の
如
く
修
行
す

る
者
は
、
男
は
年
六
十

一
已
上
、
女
は
　
　
　
　
　
　
　
こ
き
と
　
　
　
　
回

一年
五
十
五
以
上
、　
成

く
入
道
す
る
こ
と
を
聴
せ
。
…

こ

と
。

（天
平
十
五
年
十
月
）
乙
酉
、
勤
絆
．
紫
香
楽
官
に
御
す
。
慮
舎
那
仏
の
像
を
造
り
奉
ら
む
が
為
め
に
始
め
て
寺
地
を

開
く
。
是
に
於
て
、
行
基
法
師
、
弟
子
等
を
率
ゐ
て
衆
庶
を
勧
誘
す
。

（天
平
十
七
年
正
月
）
己
卯
、一一謹
』
ぎ
行
基
法
師
を
以
て
大
僧
正
と
為
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（続
日
本
紀
）

０
三
世

一
身
法

□
太
政
官
が
天
皇
に
上
申
す
る
文
書
．

「公
式
令
」
に
規
定
が
あ
る

□
狭
い
　
□
開
墾
す
る
こ
と

回
三
代
目
の
こ
と
。
田
令
、
功
田
の

条
に

「凡
功
田
は
、
上
功
は
三
世

に
伝
え
よ
、
中
功
は
二
世
に
伝
え

よ
、
下
功
は
子
に
伝
え
よ
」
と
あ

る
の
で
、
三
世
は
曾
孫
を
さ
す
と

考
え
ら
れ
る
が
、
本
人

・
子

・
孫

と
す
る
説
も
あ
る

国
既
設
の
溝
や
池
を
利
用
し
て
開
墾

し
た
場
合
に
は

●
墾
田
永
年
私
財
法

回
格
と
は
律
令
の
追
加
法
令
を
い
い
、

こ
こ
で
は
三
世

一
身
法
を
さ
す

回
意
の
ま
ま
に

□
親
王
は
天
皇
の
兄
弟
や
皇
子
。　
一

品
か
ら
四
品
ま
で
の
四
階
に
区
分

さ
れ
る
。
諸
臣
は
左
表
参
照

回
郡
司
は
大
領

・
少
領

・
主
政

。
主

帳

の

四
等

官

を

中

心

と

し

て
職
務

を
分
担
し
た

位階(30階 )と 開墾限度

０
三
世

一
身
法

（養
荘
任
年
町
聴
、「
刻
じだ
戯
齢
輪
デ
ら
く
、
「見
親
ヽ
百
姓
配
ゃ

く
多
く
し
て
，
田
池
窄
狭
焔
り
。
望
み
請

ふ
ら
く
は
、
天
下

に
勧

め
講
せ
て
、
旺
嚇
ピ
Ⅳ
酷
］か
し
め
ん
。
其
の
経
．た
に
滞
ル
を
造
り
、一

開
墾
を
営
む
者
有
ら
ば
、
多
少
を
限
ら
ず
、
給
ひ
て
三
世
に
伝

ヘ

じ
め
ん
。
若
し
旧
き
溝
池
を
逐
は
哺
、
其
の
一
身
に
給
せ
ん
」
と
。

奏
可
す
。

（続
日
本
紀
）

ｅ葬細詠坤瓢釧一げ一年績十豪」」一計卜）一」↑」̈
一一

」も
二
〓
一　
　
　
ヽ
や
く
□
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

墾
田
は
養
老
七
年
の
格
に
依
り
て
、
限
満
つ
る
後
、
例
に
依
り
て

収
授
す
。
是
に
由
り
て
農
夫
怠
倦
し
て
、
開
け
る
地
復
た
荒
る
、

と
。
今
よ
り
以
後
は
、
任
に
私
財
と
為
し
、
三
世

一
身
を
論
ず
る

こ
と
無
く
、
成

悉

く
に
永
年
取
る
莫
れ
。
其
の
親
王
の

一
品
及

び

一
位
は
五
百
町
、
二
品
及
び
二
位
は
四
百
町
、
三
品

。
四
品
及

び
三
位
は
三
百
町
、
四
位

は
二
百
町
、
五
位
は
百
町
、
一ハ
位
已
下

八
位
已
上
は
五
十
町
、
初
位
已
下
庶
人
に
至
る
ま
で
は
十
町
、
但

し
郡
司
に
は
、
大
知

。
少
領
に
三
十
町
、
主
政

・
主
帳
に
十
町
。

若
し
先
よ
り
地
を
給
ふ
こ
と
数
の
限
よ
り
過
多
な
る
も
の
有
ら
ば
、

便
即
ち
公
に
還
せ
。
…
…
」
と
。

へ院
日
本
紀
）
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